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イギリスの学位等の枠組みと身につけられる
 能力の概観

基本概念の正しい知識。個人的な責任の行使をい

 
くらか要求する職業に必要な特性を持つ。

専門分野の原理に関する正しい理解と、原理を広く

 
適用する術。個人的な責任の行使を要求するような

 
職業に必要な特性を持つ。

複雑な知識の理解と、多くの種類の職業に応用さ

 
れうる分析的な技法および問題解決能力を身につ

 
ける。

知識の応用に独創性を示し、知識の境界が研究を通じ

 
てどのように前進するかを理解する。複雑な問題を体系

 
的、創造的に扱うことができる。複雑で予測の難しい専

 
門職業に従事する中で、正しい判断と個人的な責任、イ

 
ニシアティブを要求する職に必要とされる特性を持つ。

独創的な研究により、学問分野の先端を越える知識の

 
創造と解釈に対して授与される。重要で新しい知識の生

 
成・理解のためのプロジェクトを発案し、計画し、実行す

 
ることができ、専門分野の複雑な問題を正しく判断される

 
能力を要する職業に必要な特性を持つ。



ボローニャ宣言
 （1999年6月イタリア・ボローニャ）

• EU15ヵ国を含むヨーロッパ29ヵ
 国の教育関係大臣の会議

• ヨーロッパ高等教育圏の構築を
 目指し、新しい千年紀の最初の
 10年に次の事項が達成されな

 ければならないことを確認した
– 理解しやすく比較可能な学位システムの確立（学位証に学位の

内容、身につけた資格の内容等について明確に記述した補足
資料：ディプロマ・サプリメントを添付する）

– 2サイクルの大学構造の構築（学部・大学院）
– 単位互換制度の導入（ECTS: European Credit Transfer 

System）を行い各国間の学生の移動を促進

– 学生、教員の移動の障害除去
– ヨーロッパレベルでの質の保証：比較可能

 な基準と方法の構築

– 高等教育におけるヨーロッパ次元の促進：

 ヨーロッパ視点に立ったカリキュラム開発、

 高等教育機関間の協力

ディプロマ・サプリメントの例



ボローニャ宣言までの欧州の動向

• 高等教育と経済界間の相互作用の促進
• 高等教育の経済関連性の促進
• 適切な指標を使用した質の保証の促進
• 学生および教員の移動の促進
• 人生のあらゆる段階で高等教育にアクセスできる生涯学習

 の促進
• 高等教育のサイクル構造の明確化

– 第1サイクル：学士
– 第2サイクル：修士
– 第3サイクル：博士

• 単位システムの促進
• 大学間の単位移転の促進
• 高等教育の資格可読性、比較可能性向上



ボローニャプロセスに関連する諸機関



1998～2007年までのボローニャ･プロセスの進捗



ボローニャ・プロセスの課題と達成度別の国数



ボローニャ･プロセスの達成状況



各国における質の保証ガイドラインに基づく取組進捗と
 外部による質保証システムの進捗



ヨーロッパ単位互換制度（ECTS）の進捗
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